
 

     

                       

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
神
津
島
太
鼓
演
奏
） 

      
 

   

五
月
三
十
一
日
（
日
）
や
す
ら
ぎ

の
里
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
第

十
八
回
や
す
ら
ぎ
の
里
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
だ
っ
た

た
め
、
会
場
の
大
幅
な
変
更
も
考
え

ら
れ
ま
し
た
が
、
開
催
時
間
に
は
雨

も
止
む
と
判
断
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
及
び
ブ
ル
ー
カ
レ
ン

ツ
の
演
奏
を
二
階
食
堂
に
変
更
し

た
だ
け
で
、
予
定
ど
お
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

会
場
準
備
は
前
日
か
ら
行
わ
れ
、

テ
ン
ト
や
ベ
ン
チ
な
ど
を
搬
入
し
、

当
日
も
朝
早
く
か
ら
テ
ン
ト
の
設

営
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
村
役
場
福
祉
課
や
社
会

福
祉
協
議
会
、
商
工
会
、
漁
協
な
ど

多
く
の
外
部
団
体
が
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 
 

                        

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

会
場
の
様
子
） 
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（
射
的
の
様
子
） 

 

当
日
は
午
前
十
時
か
ら
、
一
般
の

方
々
で
混
雑
す
る
前
に
特
養
入
居

者
や
支
援
ハ
ウ
ス
入
居
者
の
方
々

に
会
場
内
を
見
て
い
た
だ
き
、
出
店

な
ど
で
の
買
い
物
を
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
は
二
階

食
堂
に
於
い
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
前
田
施
設
長

の
開
会
宣
言
の
後
、
神
津
島
太
鼓
に

よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
入
所
者
や

一
般
の
方
々
で
会
場
は
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
後
、

一
般
の
方
々
へ
の
販
売
が
開
始
さ

れ
る
と
、
各
出
店
と
も
大
変
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
「
里
ま
つ
り
」
で
は
各
部

署
の
出
し
物
と
し
て
、
一
階
会
議
室

で
は
事
務
が
担
当
し
「
射
的
」
を
行

い
ま
し
た
。 

                

（
会
場
内
の
様
子
） 

 

               

（
血
圧
測
定
コ
ー
ナ
ー
の
様
子
） 

 

ま
た
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
利
用
者
が
栽
培
し
た
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
使
っ
て
の
「
コ
ロ
ッ
ケ
」
の

販
売
や
神
津
産
の
甘
夏
を
使
っ
て

の
「
マ
ー
マ
レ
ー
ド
」
な
ど
の
販
売
、

切
り
絵
な
ど
の
作
品
展
示
販
売
を

行
い
ま
し
た
。 

医
務
課
で
は
一
階
リ
ハ
ビ
リ
室

に
て
「
血
圧
測
定
」
「
血
管
年
齢
測

定
」
「
血
圧
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
一
階
入
り
口
付
近
で
、

施
設
介
護
課
に
よ
る
「
お
菓
子
の
つ

か
み
取
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

二
階
で
は
食
堂
で
の
栄
養
課
に

よ
る
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
の
販
売
や
、

在
宅
介
護
課
に
よ
る
「
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
」
「
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
」
の
販
売
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

一
階
駐
車
場
で
は
各
協
力
団
体

に
よ
る
出
店
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。 

村
役
場
福
祉
課
は
「
焼
き
そ
ば
」、

漁
協
女
性
部
に
よ
る
「
コ
ロ
ッ
ケ
」

「
魚
サ
ン
ド
」
「
魚
の
フ
ラ
イ
」
な

ど
の
他
、「
ム
ツ
」「
赤
サ
バ
」
の
販

売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

               （
お
菓
子
の
つ
か
み
取
り
の
模
様
） 



                

（
商
工
会
女
性
部
の
出
店
の
模
様
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
「
た
こ
焼
き
」

「
ハ
ッ
シ
ュ
ド
ポ
テ
ト
」
「
ホ
ン
ビ

ノ
ス
貝
焼
き
」
、
商
工
会
女
性
部
は

「
い
な
り
寿
司
」
「
あ
ぶ
ら
き
」
の

販
売
。
商
工
会
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
に
よ

る
「
焼
き
鳥
」
の
販
売
も
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。 

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
」「
団
子
」
の
販
売
。 

ま
た
、
ね
ぎ
ぼ
う
ず
で
は
「
コ
ー 

ヒ
ー
」
「
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」
の

販
売
を
行
い
、
家
族
会
で
は
「
か
き

氷
」
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

各
出
店
と
も
好
評
で
あ
っ
と
い

う
間
に
完
売
し
て
し
ま
っ
た
出
店

も
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
回
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
各
出

店
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
午
前
十
一
時
三
十
分
か

ら
は
二
階
食
堂
に
於
い
て
ブ
ル
ー

カ
レ
ン
ツ
に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ

ま
し
た
。 

               

（
家
族
会
出
店
の
模
様
） 

 

             

  

（
ブ
ル
ー
カ
レ
ン
ツ
演
奏
の
模
様
） 

今
回
の
里
ま
つ
り
で
は
例
年
に

な
い
多
く
の
村
民
の
方
々
が
来
場

さ
れ
、
会
場
内
は
大
変
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

◆
里
ま
つ
り
ご
協
力
に
感
謝 

 
 
 
 
 

施
設
長 

前
田 

弘 

 
 

 
 

今
年
の
「
や
す
ら
ぎ
の
里
ま
つ

り
」
は
、
数
日
前
の
準
備
の
段
階
か

ら
、
低
気
圧
通
過
に
伴
う
雨
の
予
報

で
あ
っ
た
た
め
、
屋
外
で
の
出
店
や

太
鼓
・
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
、
ど
う
す

る
の
か
職
員
一
同
大
変
に
気
を
も

み
ま
し
た
が
、
太
鼓
・
バ
ン
ド
演
奏

は
室
内
で
実
施
、
出
店
は
予
定
ど
お

り
屋
外
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ま
つ
り
当
日
の

朝
、
午
前
十
時
過
ぎ
に
は
雨
が
止
む

と
判
断
し
た
訳
で
す
が
、
準
備
の
段

階
で
は
強
い
雨
が
降
り
、
設
置
し
た

テ
ン
ト
の
屋
根
に
相
当
の
雨
水
が

溜
ま
り
、
作
業
の
一
時
中
止
を
し
な

が
ら
の
準
備
で
し
た
。 

 

 
 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
や
す
ら

ぎ
の
里
職
員
よ
り
も
早
く
テ
ン
ト

や
テ
ー
ブ
ル
の
設
置
な
ど
、
準
備
を

し
て
く
れ
た
商
工
会
青
年
部
・
村
役

場
福
祉
課
職
員
他
の
協
力
団
体
の

皆
様
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 

ま
つ
り
本
番
に
は
大
勢
の
地
域

の
皆
様
に
ご
来
場
頂
き
、
大
変
に
賑

わ
い
ま
し
た
。
や
す
ら
ぎ
の
里
は
、

今
や
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

地
域
の
高
齢
者
や
心
身
の
弱
者
福

祉
の
向
上
の
た
め
、
邁
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 



    
 

五
月
十
五
日
（
金
）
午
後
七
時
三

十
分
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
ホ
ー
ム

二
階
食
堂
に
於
い
て
、
「
平
成
二
十

七
年
度 

感
染
症
・
救
急
蘇
生
法
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

や
す
ら
ぎ
の
里
で
は
、
年
に
数
回

職
員
全
員
参
加
で
、
様
々
な
研
修
会

や
勉
強
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
は
感
染
症
及
び
救
急
蘇
生

法
に
つ
い
て
の
研
修
会
で
し
た
。
夜

勤
者
、
島
外
出
島
者
を
除
き
、
ほ
ぼ

全
職
員
が
出
席
し
ま
し
た
。 

              

                

初
め
に
前
田
施
設
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
「
救
急
蘇
生
法
」

の
研
修
に
入
り
ま
し
た
。
今
回
は
講

師
と
し
て
、
役
場
か
ら
石
田
修
冶
さ

ん
と
浜
川
誠
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

講
義
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
機
器
の
説
明

や
実
施
方
法
、
ま
た
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
実
施
方
法
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
注
意
点
や
高
齢
者
の
行

う
場
合
の
留
意
点
な
ど
の
内
容
で
、

一
時
間
程
度
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
非

常
に
危
険
な
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

や
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
な
ど
の
感
染

症
を
予
防
す
る
た
め
の
勉
強
と
し

て
、
「
感
染
症
に
つ
い
て
」
と
し
て

医
務
課
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

内
容
は
初
め
に
感
染
症
予
防
の

基
本
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
及
び
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
等
を
使
っ
て
の
講
義
の

後
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
「
全

職
員
が
手
洗
い
を
実
践
で
き
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
」

を
題
材
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

                

（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
様
子
） 

  

医
務
課
か
ら 

面
会
者
へ
の
お
願
い 

  

今
回
の
研
修
テ
ー
マ
で
あ
る
「
感

染
症
」
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
他
に
も
、
風

邪
な
ど
抵
抗
力
の
弱
っ
て
い
る
高

齢
者
が
感
染
す
れ
ば
、
生
命
の
危
険

に
な
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
施
設
で
は
感
染
症
対
策

と
し
て
「
感
染
症
の
病
原
体
を
施
設

に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
」
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
面
会
に
来
ら
れ
る
方
は
、

次
の
事
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
ご
自
身
の
体
調
不
良
（
風
邪
や
下

痢
の
あ
る
と
き
）
の
場
合
は
面
会
を

控
え
て
下
さ
い
。 

 

◎
入
館
前
に
は
必
ず
、
玄
関
の
手
洗

い
場
で
手
洗
い
、
消
毒
し
て
下
さ
い
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

感
染
症
予
防
教
室
開
催 



     

四
月
予
定
し
て
い
た
桜
見
物
は
桜

の
開
花
に
合
わ
せ
て
三
月
下
旬
に

行
い
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

（
か
え
も
桜
の
前
で
） 

 

村
内
に
い
く
つ
か
あ
る
桜
の
銘

木
（
？
）
を
観
に
、
お
き
ん
沢
の
「
か

え
も
桜
」
を
尋
ね
ま
し
た
。 

ま
だ
七
分
咲
き
で
し
た
が
、
春
の

到
来
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

 

四
月
の
行
事
は｢

お
や
つ
の
日｣

。

村
内
の
和
菓
子
の
お
店
か
ら
美
味

し
い
お
菓
子
を
購
入
し
、
お
茶
の
時

間
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

         

  

五
月
は｢

外
食
の
日｣

で
し
た
。
い

つ
も
な
ら
、
村
内
の
お
食
事
処
へ
外

食
を
し
に
行
き
ま
す
が
、
今
回
は
新

緑
の
多
幸
方
面
へ
お
弁
当
を
持
っ

て
出
か
け
ま
し
た
。 

 

 

 

ロ
ッ
ジ
の
デ
ッ
キ
や
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
あ
ず
ま
屋
で
お
日
様
を
浴
び

な
が
ら
の
ラ
ン
チ
は
い
つ
も
と
一

味
違
い
ま
す
。 

 

当
日
は
爽
や
か
な
良
い
お
天
気

に
恵
ま
れ
て
、
食
欲
も
増
進
。
「
外

で
食
べ
る
お
弁
当
は
美
味
し
い
！
」

と
大
好
評
で
し
た
。 

 

 

 

  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

四･
五
月
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
行
事 

 

 



   

四
月
十
九
日
（
日
）
に
「
買
い
物
・

ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

特
養
入
居
者
は
普
段
、
自
分
で
買

い
物
や
ご
飯
を
食
べ
に
行
く
こ
と

が
出
来
な
い
た
め
、
希
望
者
を
募
り

定
期
的
に
「
買
い
物
・
ラ
ン
チ
ツ
ア

ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
六
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
ス
ー
パ
ー
丸
伴
で
介
護 

                

                

ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
付
き
添
い
、
欲
し
い
も
の
や
食
べ

た
い
お
菓
子
な
ど
の
買
い
物
を
行

い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
昼
食
の
た
め
潮
見
寿
司

へ
移
動
。
予
め
食
べ
た
い
も
の
を
注

文
し
て
お
り
、
に
ぎ
り
寿
司
や
ち
ら

し
寿
司
、
天
丼
な
ど
を
食
べ
、
皆
さ

ん
大
変
満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

食
後
は
、
あ
り
ま
展
望
台
ま
で
ド

ラ
イ
ブ
し
、
村
落
を
見
学
し
て
か
ら

ホ
ー
ム
へ
戻
り
ま
し
た
。 

 

   

 

五
月
二
十
四
日
（
日
）
午
後
二
時

か
ら
、
三
階
ホ
ー
ル
に
て
恒
例
の

「
合
同
誕
生
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
特
養
で
は
入
居
者
の
誕
生
日
に
、

家
族
も
参
加
し
て
お
祝
い
を
行
い

ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
二
ヶ
月

ご
と
に
合
同
の
誕
生
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。 

 

今
回
は
四
月
、
五
月
に
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
特
養
入
居
者
七
名
の

合
同
誕
生
会
で
す
。 

 

●
四
月
誕
生
日
の
方 

 

関 

晃
さ
ん
（
八
十
八
歳 

米
寿
） 

鈴
木
梅
吉
さ
ん
（
九
十
四
歳
） 

稲
葉
ク
ニ
子
さ
ん
（
八
十
五
歳
） 

中
村
昭
吉
さ
ん
（
八
十
八
歳
米
寿
） 

山
田
と
よ
子
さ
ん
（
八
十
八
歳
米
寿
） 

宮
川
富
美
子
さ
ん
（
八
十
三
歳
） 

 

●
五
月
誕
生
日
の
方 

 

浜
川
セ
ツ
子
さ
ん
（
八
十
六
歳
） 

 

                 

式
典
で
は
、
施
設
長
が
出
張
中
の

た
め
、
浜
川
医
務
課
長
よ
り
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
入
居
者
、
特

養
ス
タ
ッ
フ
一
緒
に
バ
ー
ス
デ
イ

ソ
ン
グ
を
歌
い
ま
し
た
。 

 

記
念
撮
影
後
は
、
三
谷
看
護
師
が

三
線
を
演
奏
し
て
く
れ
、
入
居
者
も

一
緒
に
歌
を
歌
っ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
お
や
つ
は
職
員
の
手
作
り

和
菓
子
が
振
る
舞
わ
れ
、
入
居
者
に

大
変
好
評
で
し
た
。 

 

買
い
物
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
開
催 

四･

五
月
合
同
誕
生
会 



    

六
月
十
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
三
時
ま
で
高
校
生
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

毎
年
高
校
三
年
生
が
奉
仕
の
授

業
と
し
て
、
や
す
ら
ぎ
の
里
へ
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
に
来
ま
す
。
今
回
は
十
名

の
生
徒
と
引
率
の
先
生
四
名
が
来

て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

               
 

 
 

（
ウ
エ
ス
切
り
の
様
子
） 

 

               
 

 

（
七
夕
飾
り
作
り
の
様
子
） 

  

生
徒
さ
ん
た
ち
は
三
班
に
分
か

れ
、
特
養
に
四
名
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
三
名
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

に
三
名
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

特
養
で
は
「
ウ
エ
ス
切
り
」
や
ホ

ー
ル
の
掃
除
な
ど
を
行
い
、
ウ
エ
ス

切
り
は
入
居
者
と
一
緒
に
行
い
ま

し
た
。 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
男
子
二
名

は
利
用
者
と
一
緒
に
、
折
り
紙
で
七

夕
飾
り
を
作
り
、
女
子
は
職
員
と
一

緒
に
、
利
用
者
の
方
に
マ
ニ
キ
ュ
ア

を
塗
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

 
 

 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

男
子
二
名
は
車
両
清
掃
の
手
伝
い
、

女
子
は
洗
濯
物
を
畳
ん
だ
り
、
特
養

へ
の
洗
濯
物
の
配
達
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。 

                

（
特
養
へ
洗
濯
物
配
達
の
様
子
） 

       

   

編
集
後
記 

   

や
す
ら
ぎ
の
里
の
二
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
「
や
す
ら
ぎ
の
里
ま
つ
り
」

も
無
事
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
入
居
者
の
方
々
も
多
く
の
面
会

者
が
訪
れ
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
月
号
で
は
職
員
の
研
修

会
や
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
あ
ま
り
職
場
以
外

で
は
知
ら
な
い
行
事
な
ど
も
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
や
す
ら
ぎ
の
里
の
ト
ッ

ピ
ッ
ク
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ

と
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

広
報
委
員
長 

福

地

恵

一 

広
報
委
員 

鈴
木
ひ
ろ
子 

広
報
委
員 

桜

井

延

一 

広
報
委
員 

藤

井

智

久 

  

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア 



   

  平成２７年度の地活の特徴は？？ 

 今年度の地活は昨年度の「攻めの地活！」を継続しながら新たな事業にもチャレンジしていきます！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡単に言うと、今年からやすらぎの里から地活で受ける仕事が増える、と言う事です！これらの業務 

を増やすことでご利用者の就労の機会・収入を増やし、自立支援に向けて取り組んでいきます。 

また、昨年同様販売活動にも力をいれていきますので、村民の皆様も温かい目で見守って頂ければ 

と思います。   

              

 

 

神津島村地域活動支援センター             

http://blog.goo.ne.jp/tikatukozu 

２７年６月号 

  

今までは施設職員が行なっていた施設管

理業務（主に設備・備品類の修理）を地活

で行なう事になりました。職員 1 名と利用

者 1名の２名で施設内を巡回し依頼のあっ

た件に対応しています。 

 

 

昨年度から始めたやすらぎの里施設内の

清掃業務の範囲を拡大し週３日、一日３

時間ご利用者だけで行なっています。 

 

 

４月からつなぎの作業服を購入しまし

た！皆で洗車作業をしています！ 

異動により４月から新しい職員が３名加わりま

した！中村直清、土谷さえ子、土谷沙知子です。

よろしくお願いしますm(_ _)m 

長浜祭りの日、どんたくの後赤崎で撮影です！ 

http://blog.goo.ne.jp/tikatukozu

